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去る４月29日、ダウンタウン地域部会は「マンザナール収容所跡慰霊祭・バスツアー」 を開催した。大統領令
9066号発令から75年、またマンザナール収容所跡の国定史跡指定から25年にあたる今年、現地ではJBAから
の参加者以外にも多くの訪問者が見られた（詳細はp7-8）。
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Cross Marketing Group USA◎株式会社クロ
ス・マーケティンググループの米国拠点。日系お
よび米系企業にマーケティングリサーチ、セー
ルスプロモーション、アメリカ進出支援サービ
スを提供。2017年、情報誌「LA-ENGINE」を創刊。

遠回りしたから
辿り着けた瞬間

　大学は日本初のスポーツ科学科を作った
早稲田大学。憧れのサッカー日本代表元主
将、加藤久さんが教えると聞いて入りました。
ずっとサッカーをやってきましたが、いろん
なスポーツが大好きなスポーツ馬鹿なんで
す（笑）。しかし当時はまだスポーツに携
わる仕事をするには選択肢が少なく、卒業
後は外資系の経営コンサルティング会社勤
務を選びました。10 年以上、コンサルティ
ング業界で企業の新規事業立ち上げや海
外進出支援に携わっていた間もスポーツに
関わる夢を諦めたわけではなく、スタジア
ム運営会社に経営コンサルティングを提案
して採用してもらったり、仕事の傍ら J リー
グの新人研修を担当したりしていました。
　2006 年に今度は早稲田大学大学院にス
ポーツ科学研究科ができることになり、ス

ポーツビジネスを学ぶ
ために社会人入学。そ
こで縁があって PR 会
社のサニーサイドアッ
プに転職し、スポーツ
事業本部の執行役員
として、中田英寿選手
や北島康介選手らス
ポーツ選手のマネジメ

ントなどを担当しました。その時に事業責
任者として担当したイベントプロデュースの
一つが、中田選手が引退後に行った「TAKE 
ACTION! 2008」でした。引退試合を、と
いう話はずっとあったのですが、中田選手
は世界を旅した後「引退試合ではなく、サッ
カーを通して、貧困と環境問題を考えるきっ
かけを作るようなイベントをしたい」と。周
りには集客が難しいと言われたのですが、
蓋を開けると J リーグの過去最高記録を抜
く６万 3000 人以上の観客が集まりました。
　でも問題はどう環境問題を伝えるか。音
楽ライブなら歌詞や途中で話すこともでき
ますが、サッカーではそれはできない。そ
こで、表に環境問題を伝えるメッセージを
書き、裏を緑色にしたボードを作ったので
す。試合開始時に観客全員が緑のボード
を掲げて、スタジアム中が緑一色になって、

「私たちもこれをきっかけに環境問題を考
えます」と宣言してくれて…。実現までが
すごく大変だったので、それを見た時は、
本当にしびれました。スポーツ業界だけで
なく、コンサルティングなど多様な経験をし
てきたから実現できたんだな、遠回りして
良かったなと思った瞬間でもありました。

憧れの地ロサンゼルスで
日本企業の進出を支援

　その後、元のコンサルティング会社に復

COMPANY INFO

    インタ     ビュー

私のLA  ライフ 
ロサンゼルスで活 躍するJBA会員
企業の皆さんの、企 業人としての
姿と、オフの素顔を お伝えします。

帰。そして 14 年に現在の会社のクロス・
マーケティングが海外に事業展開すること
を知り、事業責任者として関わることにな
りました。転職した時はどこの国に海外拠
点を置くかも決まっていなかったのですが、
ボストンにあるリサーチ会社と LA のテレ
フォンガイドとプロモーションの企業を買収
したことから、15 年に LA 赴任に。スポー
ツの勉強をしている時から、ずっと憧れて
いた LA に、すごく遠回りをしたけれどやっ
と来られたという感じですね。
　当社の主な事業は、マーケティングリ
サーチとセールスプロモーションサービス
で、日本から進出してくる企業や、すでに
進出している企業のアメリカ市場開拓の支
援です。クライアント企業がターゲットとす
る市場の特徴を理解し、商品やサービスの
魅力を引き出し、付加価値をきちんと伝え
ていくことをお手伝いしていきたいと考えて
います。アメリカ市場は大きく、魅力的では
ありますが、日本企業が参入していくには
とても厳しい市場なので、スポーツのよう
に「チーム JAPAN」として、円陣を組んで、
アメリカ市場に挑戦していきたいですね。

前田健太選手と同じ名前
の息子の健太くんと野球
観戦。LA生活を満喫中だ。

「チームJAPAN」として
日本企業を支援
1967年東京都出身。大学卒業後、10年以上、経営コンサルティン
グ業界で活躍。ソフトバンクグループを経て、PR会社サニーサイ
ドアップ勤務後、再びコンサルティング業務に従事。2014年にク
ロス・マーケティンググループに転職。15年、現職として渡米。

Cross Marketing Group USA
President / CEO

齊
さ い と う

藤 政
ま さ ひ さ

久 さん
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各部会からのお知らせ新入会企業紹介Interview Report    インタ     ビュー

私のLA  ライフ 
ロサンゼルスで活 躍するJBA会員
企業の皆さんの、企 業人としての
姿と、オフの素顔を お伝えします。

Pentel of America, Ltd.◎ぺんてる株式会社
の米国子会社として、1965年に設立された。
画材、消し具、マーキングペン、ボールペン、
シャープペンシル、替芯といった文具を米国で
販売している。

地道なサンプリングで
市場に届けていく

　1998 年、ぺんてる株式会社に入社し、
海外営業本部のマーケティング部門を経
て、 2002 年に Pentel of America, Ltd. の
シカゴ支店に赴任しました。イリノイ州は小
学校の終わりから 1 年半を過ごした場所。
当時は言葉に引け目もあって、自分から積
極的に人と関わることができず、忘れ物を
したようでいつか戻ってこなきゃと思ってい
た場所でもありました。日本人がいない環
境で新たな社内システムの導入に携わり、
現地のスタッフとも表面的以上の関わりを
持て充実した時間だったので、１年後のロ
サンゼルス異動の辞令を最初は断ったくら
いでした。でも来てみたら天気は良いし、
日本の物も手に入るし、生活ははるかに快
適ですね。シカゴは楽しい街ですが、一年
の３分の１は凍っていますからね（笑）。
　当社は 1965 年の設立後、サインペンか
ら始まって、シャープペンシルと替芯、油性

ボールペンを
中 心 にさまざ
まな文具の販
売を展 開して
きました。そこ
に全社を挙げ
て「EnerGel」

という商品でジェルペンという新たな軸を
打ち立てようとしたのが、私が LA に異動
する直前の 2000 年代初めでした。
　 異 動 後はまずマーケティングを担当。
マーケティングと言っても、行ったのは地道
なサンプリングが中心です。文具は単価が
低いので、高額なテレビ宣伝などはなかな
かできませんし、またコモディティーとブラ
ンドコンシャスな物の間の微妙なラインに
ある物です。ブランドにこだわる人はこだわ
りますが、とりあえず売り場にある物を印
象で買うという人も多くいます。だからこそ、
とにかく使ってもらって、製品の良さを知っ
てもらう地道な活動が大切になってくると思
うのです。
　しかし、サンプリングは結果が出るまで
に時間がかかります。製品の良さを信じて
地道な活動を継続しながら、近年ではソー
シャルメディアなどの活用も積極的に行い
確実にファンを作ってきて、2015 年によ
うやくひとまずの目標に達しました。同じく
15 年は当社の設立 50 周年にあたり、また
経営を引き継いで President & CEOになっ
たという意味でも印象深い一年でした。
　特別なことではありませんが、経営者と
して気を付けているのは、現場の社員とよ
く向き合ってよく話し合うことです。一度き
りしかない人生のかなりの時間を仕事に費
やすわけですから、社員が働いて楽しいと

COMPANY INFO

思える会社でありたいと思うのです。商品
の販売においても、できるだけ売り場に出
て、現場でお客さんの声を聞くように努め
ています。

強みを活かし、さまざまな形で
表現するよろこびをサポート

　ぺんてるはこれまで、ノック式シャープペ
ンシルやペン型修正液など世の中になかっ
た新しい物を生み出してきました。戦後の
日本の教育を支えるため、くれよん製造か
ら始まった歴史から、筆記、ペインティング、
ドローイングまで幅広いラインナップの文
具を生産し、さまざまな形でお客様の「表
現するよろこび」をサポートできることが当
社の強みであり、また同時に目指すことで
もあります。デジタル化が進むと共に文具
で書く行為は減っていくかもしれませんが、
手を動かして書くのは、残る、記憶に留め
るという面からも大事なことだと思っていま
す。文具を通して、「表現するよろこび」を
育むことを確実に遂行していくのが、米国
での販売を担う現地の私たちの責任だと
思っています。

表現するよろこびを
文具でサポート

Pentel of America, Ltd.
President & CEO

小
こ う み

海 長
ち ょ う た ろ う

太郎 さん 

1975年神奈川県出身。獨協大学卒業後、98年にぺんてる株式会
社に入社。海外営業本部を経て、2002〜03年シカゴ駐在。04年
にロサンゼルスに移り、マーケティング、経営管理を担当。10年
にいったん帰国後、13年にCOOとして再渡米。15年より現職。

2015年、設立から50周年を機に、
「次の10年に向けて気持ち新たに」
と社屋のロゴ看板を塗り直した。
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　「JBA Foundation チャリティーゴルフトー
ナメント」は、JBA による教育・文化支援
プログラム運営の寄付を集めるため、毎年
開催しているもので、今年で 24 回目を迎え
る。JBA は、この教育・文化支援事業によっ
て、日本人子弟が通学する学校の教育環境
の向上を実現させることはもちろん、アメリ
カ人の先生や子弟に日本や日本文化を理解
してもらい、日本ファンを醸成することによ
る日米関係の中期的な強化を草の根レベル
で目指したいと考えている。
　本年の JBA Foundation チャリティーゴル
フトーナメント開催にあたり、JBA が運営す
る教育・文化支援プログラムを紹介する。
◉ U.S. Educators to Japan（USEJ）プロ
グラム
　1975 年から継続しているアメリカ人教育
者の日本招聘プログラム。 会員企業の駐在
員子女を受け入れている現地校への感謝の
意味と対日理解促進を狙った事業で、６月

中旬から約 10 日間、訪日する。日本では
学校見学、企業見学、観光、ホームステイ
を体験する。ホームステイは日本の子ども
たちが家庭でどのような生活を送っている
のかを知る機会として好評である。これまで
約 500 人がこのプログラムを通じ訪日して
きた。過去の参加者からは、この訪日体験
をアメリカのさまざまな教育現場で活かした
と報告されている。
　2017 年は 3 人の公立校校長を含む 6
人を招待し、6 月中旬に日本へ出発予定で
ある。
◉ Japan Enrichment Grant（JEG） 
　日本語、日本文化を取り入れた授業を
行っている教師を支援する事業。支援分野
は、太鼓や書道を取り入れた授業、日本文
学の英訳本を教材に使っている教室、姉妹
都市との交流イベント開催など多種多様な
分野におよぶ。支援先も、小中高、大学ま
で幅広い。

　2016 年度は 17 件に対し、総額 20,743
ドルを授与した。授与先の学校へは、JBA
教育文化部会員が授業参観、イベント視察
などで出向いている。
◉地元公立校への教育支援寄付
　現地公立校との良好な関係を維持し、日
本人子女がより勉学しやすい環境をつくろ
うと、1981 年から継続している活動で、現
金や商品を寄付・寄贈している。
　2016 年 度 は JBA Foundation チ ャ
リティーゴ ルフトー ナメントおよび JBA 
Foundation から 3,500ドル を 拠 出、JBA
子女が多く通う公立校・学校区に寄付した。
◉文化交流支援 
　南カリフォルニアにおける日本文化への関
心を高め、親日家を一人でも多く増やす潮
流をつくるための活動。駐在員子弟向け大
学フェア、教育セミナーまたは他日系団体に
よる各種文化活動の告知支援等を実施。
　2016 年度は、会員家族向け「子育てセ
ミナー」「帰国子女受け入れ校説明会」を
開催。加えてオーロラ日本語奨学金基金「日
本語スピーチコンテスト」、 日米文化会館主
催の展覧会とイベント、二世ウィーク開会
式、青森ねぶたハリウッドパレード等に寄
付を行った。さらに国際交流基金ロサンゼ
ルス日本文化センター等主催の日本映画上
映、 UCLA Terasaki Center への協力も行っ
ている。

JBA教育・文化支援プログラム紹介
教育文化部会

　JBA Foundation とJBA教育文化部会は、7月15日（土）にTustin Ranch Golf Club
にて 「第24回 JBA Foundationチャリティーゴルフトーナメント」を開催する。JBAの
教育・文化支援プログラムは、このトーナメントの収益を基に運営されている。

USEJプログラムの一環として、日本の学校で授業を実施。 着物の着付けを通して日本文化を体験（USEJプログラム）。
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CALIFORNIA, TEXAS, NEW YORK, GEORGIA

北川・イベート両弁護士ともにMartindale-Hubbell Peer Reviewにおいて“AV PREEMINENT”（法的能力・道徳性）評価

WWW.JAPANUSLAW.COM (Main) 300 Spectrum Center Dr. Suite 960, Irvine, CA 92618-4998
(Texas) (By Appt.) 5851 Legacy Circle, 6th Fl., Plano, TX 75024

雇用法・残業・セクハラ・ＲＩＦ
訴訟・仲裁・裁判・債権回収

不動産・リース・建設・売買 税務争訟・遺産・相続
資産売却・M&A・無税法人再編成
契約法・ビジネス取引・流通

必勝・難題解決のプロ・良心的

With Lawyers Licensed in Multiple States Including
CALIFORNIA • TEXAS • NEW YORK • GEORGIA • NEVADA • U.S. PATENT • WASHINGTON DC

弊社勝訴が各誌にて紹介

KITAGAWA & EBERT, P.C.
(949) 788-9980日本語でどうぞ。 

京都大学法学修士
東京大学法学研修
連邦最高裁判所認可弁護士

北川 リサ 美智子 弁護士

　 現 在 JBA では、これらの 教 育・文
化 支 援 活 動 の 資 金 源 とな る「JBA 
Foundation チャリティーゴルフトーナメ
ント」への参加者、スポンサーを募集し
ている（詳細はp.6を参照）。参加者には、
ランチおよびディナー、手土産が提供さ
れるほか、日本行き往復航空券など豪
華な賞品が当たるラッフルが行われる。
ホールインワン賞も予定されている。
　大会スポンサーはプラチナ（5,000ド
ル）からブロンズ（1,000ドル）まで４
段階で、そのランクに応じてスポンサー
企業名をプログラム、会場バナー、ティ—
グラウンドに掲示する。問い合わせは
JBA 事務局・山下☎ 310-515-9522 ま
たは E-mail：yamashita@jba.org まで。

2016年度のUSEJプログラム参加者と教育文化部会員

昨年12月に開催されたJEG授与式の参加者一同。

JBA会員の家族向け「子育てセミナー」。

JEG 支援学校の一
つ、Ocean Charter 
Schoolで行われた日
本語劇「桃太郎」。

各部会からのお知らせ新入会企業紹介Interview Report

■Cal State University, Northridge
	 土井善晴のレシピ本より
	 たこ焼き、餅、たい焼き
■Dunsmore Elementary School
	 太鼓のレッスン費
■International Studies Learning Center
	 太鼓のレッスン費
■Jeff erey Trail Middle School
	 リトル東京・JANM見学
■Los Alamitos High School
	 正月の餅つきイベント
■North High School
	 書道用具および
	 リトル東京・JANM訪問
■Ocean Charter School
	 日本語劇　桃太郎の衣装、照明、太鼓

■Sage Granada Park UM Language School
	 餅つきおよび太鼓
■San Dieguito High School Academy
	 書道レッスン用具代
■Southeast Japanese School
	 スピーチ大会賞品
■Torrey Pines High School
	 ゆかた、法被代金
■University of California, Irvine
	 日本映画上映会フィルムレンタル費
■University of California, San Diego
	 日本語図書購入費
■University of Southern California
	 浴衣購入費
■Verdugo Woodlands Elementary
	 書道用具購入費
■El Marino Language School
	 日本語図書およびゆかた購入費

2016年度JEG支援学校例

Woodbridge	High	School
Jeff	rey	Trail	Middle	School
Rancho	San	Joaquin	Middle	School
Venado	Middle	School
Palos	Verdes	Peninsula	High	School
Vista	Grande	Elementary	School
Walteria	Elementary	School

2016年度公立校寄付支援学校例

■	学校名
	 プロジェクト内容

トーナメント参加者
およびスポンサーを募集
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第24回JBA Foundation 
チャリティーゴルフトーナメント
参加者・スポンサー募集中！

日時：	2017年7月15日（土）
	 1:00 pm ショットガンスタート

場所：	Tustin Ranch Golf Club
	 12442 Tustin Ranch Rd., Tustin

スポンサーシップ：
	 Platinum $5,000／Gold $3,000／
	 Silver $2,000／Bronze $1,000／
	 Player $300／Dinner only $150

定員：144人（定員に達し次第、受付締切）

　JBA Foundationは、教育・文化を通した支援活動および南カリフォルニア地域への貢献
活動をすることを目的として設立された非営利団体です。この基金は、Japan Business 
Association of Southern California（JBA）の運営支援の下に、各種の教育・文化支援プログ
ラムを通じてJBA会員企業と当地の教育界、文化団体との交流を強化し、日本人生徒の学習環境
向上と当地の方々の日本の文化に対する理解を深める上で大きな成果を上げてまいりました。
　これらの教育・文化支援活動は、皆様方からの過去23回にわたるチャリティーゴルフトーナ
メントへのご協賛およびご寄付なしには実現し得なかったことです。これまでのご理解およびご
支援に重ねて御礼申し上げます。
　日本人・日系企業が、教育さらには文化面での地元米国社会との交流を通じた地域貢献を促進
していくにあたり、皆様方に「南カリフォルニア地域の教育・文化支援プログラム」の趣旨にご賛
同いただき、格別なるご支援を賜りたくお願い申し上げます。

お問い合わせはJBA事務局・山下
E-mail: yamashita@jba.org、 ☎310-515-9522

まで。
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1943年に収容者の石工によって建立された慰霊塔。

見渡す限りの荒野に、当時のバラックの跡が示されている。 復元された食堂。収容者は全員、食堂で食事をとった。

行きの道中から
映像等で歴史を学習

　全米で最大の日本人街、リトルトーキョー
を擁するダウンタウン地域部会は、日系人
との関わりが深い。またリトルトーキョー内
にはアメリカにおける日系移民・日系人の
歴史を展示する全米日系人博物館もある。
そうしたことから、ダウンタウン地域部会で
は毎年、日系人の歴史に触れる「マンザナー
ル収容所跡慰霊祭・バスツアー」を開催し
ており、今年は４月 29 日（土）に実施した。
　マンザナール収容所とは、第二次世界大
戦中にアメリカ国内にあった 10 の強制収容
所の一つであり、ロサンゼルスの日系人・
日本人の多くが収容されていた。強制収容
は、今からさかのぼること 75 年前に行われ、

西海岸に住んでいた約 12 万人の日系人・
日本人が、国籍のいかんにかかわらず、こ
れらの収容所へと抑留された。マンザナー
ル収容所の跡地は、25 年前の 1992 年に
国定史跡に指定。現在は当時の住居であっ
たバラックや食堂などが復元されている。
　29 日朝、トーランスおよびダウンタウン
LA で参加者を乗せたバスは、マンザナー
ル収容所跡へと出発。道中は、ダウンタウ
ン地域部会の今泉さんから、日系人史およ
びマンザナール収容所についての解説が行
われたほか、ドキュメンタリー映像などで、
日系人の歴史を学習した。

巡礼祭参列の後
各自収容所跡を見学

　途中、休憩を挟んで約４時間後、オー

エンズバレーにあるマンザナール収容所跡
に到着した。到着後すぐとなる正午からは、
同地で第 48 回となるマンザナール巡礼祭
が開催された。アル・ムラツチ加州下院議
員や山田淳在サンフランシスコ日本国総領
事、元収容者らからの挨拶、また 1969 年
に初となるマンザナール巡礼を行いマンザ
ナール収容所跡の国定史跡指定のために
奔走したウォーレン・フルタニ元加州下院
議員によるスピーチが行われた。さらにこの
ほか、詩の朗読や音楽ライブ、慰霊塔前で
の慰霊祭、献花、盆踊りなども行われた。
　巡礼祭の後、参加者はおのおの広大な
収容所跡地を散策し、復元バラックや共同
シャワー・トイレなどを見学。また、入口付
近にあるビジターセンターでは、マンザナー
ル収容所での生活や強制収容の歴史につ
いての展示も見学した。
　帰路のバスでは、ダウンタウン地域部会
長の小林さんが挨拶し、参加者にお礼を述
べると共に、 「今日感じられたことを考えて
いただいたり、ご友人に共有していただい
たりして、ぜひ後世につなげていってくださ
い」と話した。午後８時前、バスはダウン
タウン LA を経て無事にトーランスへと帰着
した。

各部会からのお知らせ新入会企業紹介Interview Report

「マンザナール収容所跡
慰霊祭・バスツアー」報告

ダウンタウン地域部会

　去る４月29日、ダウンタウン地域部会主催による「マンザナール収容所跡慰霊祭・バ
スツアー」を開催した。このバスツアーは、マンザナール国定史跡（マンザナール強制収
容所跡）で開催されている慰霊祭に合わせて、毎年開催されているもの。今年も50名以
上が参加し、アメリカにおける日本人・日系人の歴史を学んだ。
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Keyword １
日系人・日本人の強制収容
　1941年12月７日、日本の真珠湾攻撃により太平
洋戦争が開戦。日本人は「敵性外国人」となった（なお
当時、日本人を含むアジア人は米国への帰化が禁じら
れており、移民一世は米国籍を取得することはできな
かった）。翌42年には日本軍の本土上陸への恐れ、当時
西海岸に蔓延していたアジア人への人種差別感情など
から、米国市民である日系人を含め、西海岸に住んでい
た約12万人の日系人・日本人は全米10カ所の強制収
容所へと送られた。
　戦後の82年、連邦政府が設置した「戦時における民
間人の転住・抑留に関する委員会」（CWRIC）は調査の
結果、強制収容は軍事的必要性に基づくものではなく

「人種的偏見、戦時ヒステリー、政治的指導者の失政」に
よるものだったと結論付けた。88年には、当時のロナ
ルド・レーガン大統領が署名して「市民の自由法」が成
立し、米国政府として公式に謝罪し、存命の元収容者に
各２万ドルの賠償金の支払いを約束した。

Keyword 2
大統領令9066号
　1942年２月19日、当時のフランクリン・ルーズベル
ト大統領が発令した大統領令。陸軍の長官に、特定地域
を軍管理地域に指定する権限を与えた。これにより西
海岸の司令官、ジョン･Ｌ・ドゥウイット中将は、西海
岸を軍管理地域に指定。このエリアに住む日系人・日本
人は国籍のいかんにかかわらず立ち退きを余儀なくさ
れ、同年３月末より強制立ち退き・収容が開始された。

Keyword 3
マンザナール強制収容所
　ロサンゼルスより約220マイル北のオーエンズバ
レーに位置。1942年に設置された後、45年に閉鎖さ
れるまで１万1000人以上の日系人・日本人がここに
収容された。背後にシエラネバダ山脈がそびえる荒野
で、夏は100°F（約38℃）近くになることもあるなど、
非常に気候の厳しい土地であった。灼熱の太陽、砂嵐、
雪にさらされながら、収容者たちは隙間だらけの急ご
しらえの狭いバラックでプライバシーのない共同生活
を送った。部屋に水道やトイレなどはなく、食堂、シャ
ワー、トイレは別棟の共用施設で、どんな天候、体調で
もそれを利用するよりほかなかった。

参加者の感想をご紹介します。

「マンザナール収容所跡訪問感想」
文：Kintetsu Enterprises Company of America・米澤廣記さん

復元された監視塔。収容所全体が鉄条網に囲まれていた。

復元されたバラック。壁の隙間から砂が吹き込んだという。 復元された共同トイレ。

　去る４月 29 日（土）開催された「マ
ンザナール収容所跡慰霊祭・バスツアー」
に参加させていただきました。バスで往復
約９時間の移動でしたが、ところどころで
道中の名所の説明があるなど、担当の方々
の細やかなお心遣いのおかげで非常に快
適に過ごすことができました。改めて御礼
申し上げます。ありがとうございました。
　今年は、1942 年のフランクリン・ルー
ズベルト大統領（当時）による「大統領
令 9066 号」 への署名から 75 周年とい
うこともあってか、慰霊祭に参加される方
が例年に比して多くいらっしゃったとのこと
です。私は、参加者の多さもさることなが
ら、当時収容対象となった日系の方々のみ
ならず、さまざまな人種の方々が集まって
おられたことに感銘を受けました。先人方
のたゆまぬ努力もあり、この地で起こった
ことは我々だけでなく、人類が学ばなけれ
ばいけないものとして認識されていること
に、一人の日本人として今日感じたこと、
学んだことは風化させてはいけないと強く
思いました。
　何回か参加されている方にうかがうと、
例年とは異なり今年は現地の天候も非常に
良かったとのことで、砂漠地帯特有の不便
さは体感しきれませんでしたが、施設の見

学を通じて、住み慣れた場所から強制的に
移動させられた怒りや悲しみ、全てが共同
でプライバシーのない生活をいつ終わると
も分からなく続ける苦痛などに思いを馳せ
ました。雪景が美しいシエラネバタ山脈も、
逃げることができない上に逃げたところで、
どこで何をするんだという絶望感を与えた
ことでしょう。「苦労」と単純に一言では
表現できないものを目の当たりにしたとい
うのが正直な感想です。
　時代や環境が袋小路に近づき、閉塞感
が出てくると、往々にしてナショナリズム
の高まりとそれに伴う排斥運動が取りざた
されます。しかし、マンザナール収容所跡
に訪問し、歴史を学んだ者としてすべきこ
とは、車中で流されていた DVD で、９・
11 のアメリカ同時多発テロ事件の時、運
輸長官を務めておられたノーマン・ミネタさ
んがおっしゃっていたお言葉ですが、「何
が正しいのかよく考え、正しい行いを揺ら
ぎない自信を持って行うこと」ではないで
しょうか。そんなことを帰りのバスの中で
車窓を眺めながらぼんやり考えていました。
　日系人の歴史の一端を知ることと、その
歴史を実際に感じることができた非常に意
義深いツアーでした。機会があれば、ま
た参加させていただきたいと思います。
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各部会からのお知らせ新入会企業紹介Interview Report

新 入 会 企業
紹介

　NTL NAIGAI 
T R A N S  L I N E 

（USA） INC. は、
2003 年に内外ト
ランスライン株式
会 社 の 米 国 法 人
と し て 設 立 さ れ
た。海上混載貨物

（LCL）を主に取り扱い、日本ではこ
の分野で高いシェアを誇る。
　世界 7 カ国に現地法人があり、積
み地と揚げ地の両方で質の高い輸送
サービスを提供できることが同社の
強みである。海外ネットワークを活
用した３国間輸送の手配が可能で、
多様化する顧客のニーズに対応し、
貨物の取り扱いを増やしている。

業務
内容 

NTL NAIGAI TRANS LINE 
（USA） INC.

「南カリフォルニアに進出している企業
の皆様と交流を深めたいと思い入会しま
した。JBA が企画するセミナーは興味
深いテーマが多く、積極的に参加したい
と考えています」（CEO の西長さん）

JBA
入会
動機

DATA
住所：970 W. 190th St. Suite 580
Torrance, CA 90502
☎ 310-532-7223
FAX：310-532-1186
Web： www.ntl-naigaiusa.com
責任者：西長一志（CEO）
従業員数：19 人
他の営業拠点：米国 （トーランス、ニューヨーク、シカゴ）、
日本（東京、横浜、名古屋、大阪、神戸、福岡）、シンガポー
ル、タイ、インドネシア、中国、香港、韓国、インド

西長さん

　 A d v a n t a g e 
Resourcing は、
1969 年に創業し
た米、英、豪で人
材 派 遣・ 人 材 紹
介・ 採 用 代 行 事
業 を 手 掛 け る 総
合人材サービス会
社 で あ る。2012 年 に Advantage 
Resourcing は、日本のリクルート
ホールディングスの 100% 子会社に
なった。
　現在、カリフォルニア州に 5 拠点、
全米で約 100 拠点を展開し、専門
職から工場勤務者まで、幅広い職種
で、顧客のニーズに応じたさまざま
なサービス、プロジェクトを提供し
ている。
　2017 年には米国における日本語
の問い合わせ窓口を設置し、日系企
業の採用ニーズや課題解決に、積極
的に対応できる体制を整えている。

業務
内容 

Advantage Resourcing

「JBA の活動やセミナーを通じて、さま
ざまな業種の日系企業の皆様とコミュニ
ケーションを図れればと思い入会を決意
しました」（Vice President の日吉さん）

JBA
入会
動機

DATA
住所：1820 E. 1st St. Suite104
Santa Ana, CA 92705
☎ 714-850-1233
FAX：714-850-0170
Web：www.advantageresourcing.com
責任者：日吉優介（Vice President）
従業員数：800 人
他の営業拠点：本社はマサチューセッツ州。全米 100 拠
点

日吉さん

　2001 年設立の
M. Okamoto ＆ 
Associates, Inc. 
は、日系企業の米
国進出における建
設関連の技術支援
を主要事業として
おり、工場、事務所、
ホテル、店舗など多岐にわたる建設
計画の企画、設計、入札管理、工事
監査等を手掛けている。米国の建設
法規、消防法規などへの対応、また
商習慣上の人事運営方法など、日米
の慣習の差を意識した設計と、長年
の経験に基づく「必要な時に有効な
アドバイスを提供する」をモットー
に業務を行っている。

業務
内容 

M. Okamoto & 
Associates, Inc.

「1981 年に日本の建設会社の設計社員
として米国に駐在して以来、JBA の会
員として大変お世話になりました。独立・
起業をして 16 年が経ちますが、初心を
忘れず、お客様の側で仕事をできるよう
心掛けています」（社長の岡本さん）

JBA
入会
動機

DATA
住所：25 S. Raymond Ave. Suite 300
Alhambra, CA. 91801
☎ 626-943-8800
Web：http://moainc.net
責任者：岡本雅夫（社長）
従業員数：3 人
他の営業拠点： ロサンゼルス以外は現場事務所にて対応

岡本さん
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　今回、私は企画マーケティング部会
メンバーとして、つまりこのイベントの
主催者側として２月 26 日に開催した

「親子で楽しむ航空教室」に参加させ
ていただきました。
　いつの時代も人々の憧れである飛
行機をテーマに、子どもだけでなく大
人も楽しめる内容にしようとメンバー全
員で頭を捻り、構成を考えました。幸
いメンバーの中に、大人になった今で
も飛行機が大好きでたまらないという
人が多くいましたので、アイデアに事
欠かないという大きなアドバンテージ
はありましたが。
　イベントは５部構成で、最初に機長
さんのお話、次にキャビンアテンダン
トさんのお話、続いて整備士さんのお

話、そしてフライトインストラクターさ
んのお話と続きました。その後、模擬
制服を着て、JAL の機長さんやキャビ
ンアテンダントさんたちとの写真撮影
や、紙飛行機教室なども行いました。
３時間以上のイベントであったにもか
かわらず、面白いお話と、参加者の皆
さんの協力でつつがなく終了しました。
　参加された皆さんから「またやって
ほしい」との声を多くいただきました。
企画マーケティング部会のメンバーと
して、今後も、参加者の皆さんが親子
で楽しみながら、日本の未来を支える
子どもたちに夢を与えることができるイ
ベントを提供していきたいと考えてい
ます。

「親子で楽しむ航空教室」報告
文： NRI SecureTechnologies Ltd.・矢野 淳さん

企画マーケティング部会

　TOK America, 
Inc. は、日本の（株）
TOK（ 旧 社 名：
トックベアリング
株式会社）の北米
販売子会社として、
2015 年 12 月 に
アーバインに設立
された機構部品メーカーである。同
社の機構部品は、身近な製品に使用
されており、トイレの蓋をゆっくり
閉めるための「ロータリダンパ」や、
冷蔵庫の引き出しをスムーズに開閉
するための「プラスチックベアリン
グ」、複写機のコピー紙を 1 枚ずつ送
り出すための「ワンウェイクラッチ」
や「トルクリミッタ」などがある。
　本社は 17 年に創立 79 年を迎え、
将来の 100 周年に向けて社名を一新
した。従来製品の販売とともに、こ
れまで培ってきた固有の技術を融合
させた「これまでにない "動き "」で、
顧客にとって新しい価値を提供し続
ける企業を目指している。

業務
内容 

TOK America, Inc.

「JBA の活動を通じて会員企業の皆様と
交流を深め、さまざまな業界の方々と情
報交換させていただければと思い入会
しました。よろしくお願いいたします」

（Executive Vice President の穴井さ
ん）

JBA
入会
動機

DATA
住所：15707 Rockfield Blvd. Suite 240
Irvine, CA 92618
☎ 949-281-6330
FAX：949-281-6338
Web：www.tok-usa.com
責任者：穴井教市（Executive Vice President）
従業員数：3 人
他の拠点：日本（東京、名古屋、大阪、山梨）、香港、深
圳、上海、デュッセルドルフ

穴井さん
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各部会からのお知らせ新入会企業紹介Interview Report

　この４月よりあさひ学園に文部科学省
派遣教員として、神奈川県の厚木市から
来ました尾崎利秀です。これまで主に理
科教師として中学校に勤務してきました。
海外経験としては 1986 年から３年間南
米ペルーの日本人学校に勤務したことが
あります。フジモリ大統領が誕生した頃
になりますが、治安の面ではやはり大変
な時期でした。
　今回このロサンゼルスで勤める機会を
いただき、ペルーとは全く違った環境で

はありますが、登校する子どもたちの姿
に共通したものを感じました。それは、
日本とは違う生活のなか、さまざまな制
約を受けながらも学校で友だちと会える
喜びを感じている姿や、限られた授業時
間を大切に勉強する姿なのかも知れませ
ん。これからの変化の激しい社会を生き
抜く子どもたちを、このあさひ学園で大
切に育てていくため、微力ではあります
がご期待に添えるよう努力してまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

あさひ学園だより　
赴任のあいさつ

文部科学省派遣教員・ 尾
お ざ き

崎利
としひで

秀

新入会員

Marukai Corporation	 1740 W. Artesia Blvd., Gardena, CA 90248	 ☎ 310-660-6300

Daiwa House California Inc.	 2029 Century Park East. Suite 2570, Los Angeles, CA 90067	 ☎ 424-335-2300
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第29回OC大運動会
オレンジカウンティ地域部会

（日）

6/11 LA港見学
サウスベイ地域部会

（木、金）

6/15、16 第24回JBA Foundation
チャリティーゴルフトーナメント
教育文化部会（土）

7/15

各イベントの詳細は、JBAウェブサイトをご参照ください６月  ７月 のJBAイベントカレンダー


